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＜点 鐘＞ 会長 田中 雅昭 

＜ロータリーソング＞ それでこそロータリー 

＜四つのテスト＞ 

 

 

＜会長の時間＞ 会長 田中 雅昭 
 

皆さんこんにちは。 

本日の例会は国際奉仕委員会

の担当例会です。渡辺委員長

宜しくお願い致します。剱田

ガバナーに国際奉仕について

の卓話をして頂きます。残り 

4か月となるも、まだまだ国内、

海外へと出張され、忙しい

日々が続いてみえる様です。

お体には十分ご留意され、悔いの無きようご活躍をお祈り

申し上げます。 

また、ロータリー財団委員長の永井さんには、グローバル

補助金事業の最終結果を説明して頂きます。ムラのミライ

の大塚さんにも来て頂き、お話を頂きますので宜しくお願

いします。 

さて、3月は卒業シーズンであったり、新たな人生設計を

する大切な月でもあります。昔は丁稚奉公と言う事があり

10 歳前後から、職人や商人の家に住み込み、使い走りや

雑役をしながら、礼儀作法や商売のいろはを叩き込まれた

そうです。それに代わって今では「ブラック企業」如く、

大量に若者を採用し過重労働や違法労働によって使い潰

し、次々と辞めさせる企業が急増しているのだそうです。

その繰り返しによってフリーターは年々増え続けていま

す。親は「そんなに無理をしなくてもいいよ」、「辛かった

ら帰っておいで」の言葉でついつい我が子を甘やかせ、そ

の子が親となり、またしても我が子を甘やかせ、日本の将

来はどうなる事やら。親の優しさは我が子を甘やかす事で

はなく、愛情を持って、つらくとも叱り躾ける事が大切な

のです。今の企業では、若者を褒めて育てよと言われてお

りますが、皆様方の企業はどの様な教育方針で育ててみえ

るのでしようか？   ウーン難しい・・・ 

さて会長支持率やいかに！！ 

 

＜幹事報告＞ 幹事 中田 学 
 

◎国際ロータリー第 2630地区ガバナー事務所より 

  ・ロータリーの友情報提供ご協力のお願い 

  ・バギオだより 58・59 

 

＜ロータリー財団委員会＞ 
 委員長 永井 信次 
 

「カトマンズの安全な水を確

保するプロジェクト」をグロ

ーバル補助金申請しておりま

したが、断念せざるを得なく

なった理由の説明がありまし

た。 

 

 

 

 
＜国際奉仕委員会＞ 委員長 渡辺 修治 
 

本日は剱田ガバナーに国際奉

仕についてお話し頂きます。 

 

 

 

 

 

 

 

＜卓 話＞「国際奉仕」 
 ガバナー 剱田 廣喜 
 

ロータリーにおける数多くの奉仕活動の中で最も美しい

花だと言われている国際奉仕は、その評価とは裏腹に、一

部の限られたロータリアンの活動分野であって一般のロ

ータリアンにとっては縁遠い存在であると考えている人

も多いようです。今回のセミナーはその誤解を解いて身近

な活動であることを理解していただきたいと思います。  

まず、国際奉仕活動の歴史的経緯についてお話をしてみた

いと思います。初期のロータリーには今日考えられるよう

な人道的奉仕活動を主体にした国際奉仕の概念はありま

せんでした。アメリカ以外にロータリーが拡大したことを

うけて、ロータリアン同士やロータリアン子弟の相互訪問

◆会長  田中 雅昭   ◆幹事  中田 学   ◆会報委員長 津田 久嗣  ◆会報担当 津田 久嗣 

 

 会員数 出席会員 出席 Make-up 会長支持率 

本 日 

1123 回 
59 名 58 名 43 名 － 74.14％ 

前々回 

1121 回 
59 名 58 名 43 名 2 名 77.59% 

高山中央ロータリークラブ 

WEEKLY REPORT WEEKLY REPORT 

2016～2017 年度 高山中央 RC 会長テーマ 

「情熱と友情そして・・・永
と

遠
わ

に」 

＜出席報告＞ 
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が行われ、これが外国のクラブ同士との交流に発展しまし

た。  

1914年には第一次世界大戦が勃

発し、1917年頃にはこれに参戦

してアメリカからヨーロッパに

派遣されたロータリアン子弟の

兵士に対してイギリスのロータ

リアン家庭がホストをしたとい

う記録が残っています。アメリ

カ、イギリス、アイルランド、

カナダのロータリークラブがヨーロッパ各地の避難民に

対する物資援助をしたり、傷病兵に対する慰問、終戦で復

員してくる軍人に対するボランティア活動などを行いま

した。  

1917 年、アーチ・クランフはアメリカ・ジョージア州ア

トランタで開催された国際大会で、「ロータリーが基金を

つくり、全世界的な規模で、慈善、教育、その他、社会奉

仕の分野で、何かよいことをしようではないか」と提案し

て、「アーチ・クランフ基金」の設立が採択されました。

最初の寄付はカンザスシティー・ロータリークラブから寄

せられた 26ドル 50セントでした。この年に、団体奉仕と

金銭的奉仕を旗印にしたライオンズクラブが誕生したこ

とが、この基金創立のきっかけになったという見方をする

人もあります。なお、このアーチ・クランフ基金は 1928

年にロータリー財団と名称が変更され、1931 年には信託

宣言がなされて現在に至っています。  

1917年に創設された財団の主要な事業は 1947年から始ま

った国際親善奨学生制度でありました。ところが事態は

1962年 RI 理事会決議で導入された「世界社会奉仕（WCS)」

で一変しました。1966年 RI 理事会はこの世界社会奉仕活

動を積極的に支援できるように 1929 年のダラス世界大会

で決議された財政的支援のみの奉仕活動禁止は、こと世界

社会奉仕活動には適用されなくなりました。更に財団は

1965 年マッチンググラント（同額補助金制度）で財政的

支援体制を整えました。1991～92 年度からはシェアシス

テムを導入し、3年前の地区からの年次寄付，恒久基金利

子の総額の 60％（後に 50％）を地区財団活動資金（DDF)

として地区に返還し、残りは国際財団活動資金（WF)とし

て財団支援する体制を整えたのです。これによってマッチ 

ンググラントの申請が全世界から殺到するようになって、

財団はプログラム、運営の簡素化をはかるために 2013 年

6つの重点分野に特化して展開する「未来の夢計画」に方

針をとったのです。 

＜３月のお祝い＞ 
 

＜会員誕生日＞ 

堀口 裕之    Ｓ４１年 ３月 ９日 

渡辺 修治    Ｓ２６年 ３月１２日 

長瀬栄二郎    Ｓ４９年 ３月１３日 

久々野国良    Ｓ２３年 ３月１９日 

岩本 正樹    Ｓ３５年 ３月２１日 

海老沢 玲子        ３月２３日 

 

＜夫人誕生日＞ 

中田 学    康予    ３月 ３日 

大原 誠    朋子    ３月 ６日 

剱田 廣喜   恵子    ３月１３日 

久々野国良   光枝    ３月１４日 

高原 清人   美奈子   ３月１５日 

仲谷 政美   幸子    ３月２０日 

冨士井忠男   美恵子   ３月２８日 

三枝 祥一   敏江    ３月２８日 

新井 信秀   知子    ３月３０日 

 

＜結婚記念日＞ 

井ノ下雄志    Ｈ１８年 ３月 ９日 

新井 信秀    Ｓ５４年 ３月１０日 

大保木正博    Ｓ５８年 ３月１３日 

新宮 一郎    Ｓ５３年 ３月１４日 

永井 信次    Ｓ５０年 ３月１６日 

高原 武夫    Ｓ４７年 ３月１９日 

三枝 祥一    Ｓ５４年 ３月２６日 

 

 

 

 
 
＜ニコニコＢＯＸ＞ 
 
妻の誕生日に素敵な花をありがとうございました。 
 中田 学 

 
 
 
 
3月 9日誕生日です。ありがとうございます。 
 堀口 裕之 
 


